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つくば科学出前レクチャー「大気の汚れを植物で測る」報告

野内 勇地球環境部気象研究グループ長

16 7 3 9 11 2平成 年 月 日 土 時から 時までの（ ）

時間 つくば市立谷田部中学校の 年生 人 担、 （1 22
任：塩畑教諭）を対象に、つくば科学出前レクチ

ャーを行った。つくば科学出前レクチャーとは、

つくば市内の研究者が、市内の小・中学校、高校

へ出張して講義を行い、普段の学校生活では体験

することのできない、より専門的なことを学習す

7る特別授業の制度である。谷田部中学校はこの

月 日に学校行事として「文化フォーラム」を開3
、 「 」、「 」、「 」、催し 今年は 水 大気 自然との関わり

「ゴミ・リサイクル」を取り上げ、私を含め数人

が出前レクチャーの講師に招集された。

生物に毒性の強い大気汚染物質、たとえば二酸

化イオウ（ ）やオゾン（ ）などの大気中のSO O2 3

濃度が増加すると、植物は被害を受け、葉に白色

や褐色の斑点などの可視的な被害症状を生じる。

逆に言えば、植物の葉に可視的な被害症状が発現

したならば、大気汚染物質濃度が高くなり、大気

。 、が悪化していることを知ることができる これが

「大気の汚れを植物で測る」の授業の筋である。

6 15ところで、出前レクチャーの依頼は、 月

日に突然舞い込んできた。 時間もの授業では、2
授業に興味を持ってもらったり、飽きさせないた

めに、適度な実験や実物を見たり、操作してもら

うのが必要である。しかし、このような出前レク

チャーのような話がくることは予想もしていなか

ったので、何の準備もしていなかった。実は出前

レクチャーの登録は平成 年 月頃にあったと14 4
記憶している。気象研究グループでは、グループ

長と各ユニットの研究リーダーがそれぞれ得意と

するテーマで登録した。登録したその年は植物を

育成して準備をしていたが、その年および翌年も

声がかからず、出前レクチャーのことはすっかり

頭の中からこぼれ落ちていた。慌てて実験材料と

なるハツカダイコンの種をまいたり、アサガオの

苗を譲り受けて調達した。アサガオとハツカダイ

コンは、光化学オキシダント中の主要成分である

オゾンに非常に感受性が高い植物であり、出前当

日前までに被害が発生する可能性がある。幸いに

も出前レクチャーの ～ 日前に、かすかではあ3 4

るがアサガオの 株にオゾンによる被害症状を確1
認し、ほっとした。また、小型の大気浄化（活性

炭による）チャンバーの制作を行うとともに講義

用プリントを作った。この講義用プリントに写真

や図 余枚を載せてしまい、 ページと分厚い60 25
ものとなった。

講義では、わが国の大気汚染の煙害（例として

） 、足尾銅山 や公害の歴史と現在の大気汚染の現状

大気汚染による植物の可視被害症状、植物を利用

した大気汚染の調査方法などを、写真と図で説明

した。また、実際のアサガオ被害症状をまのあた

りに見てもらい、普段見過ごしていたようなアサ

ガオ葉面の漂白斑が、オゾン症状であることを実

感してもらった。また、大気浄化チャンバー装置

の原理や操作方法などを実体験し、植物を利用し

た大気汚染の調べ方を学んでもらった。

自らの経験から、 時間もの講義を受けること2
。 。は大変なことである ましてや中学 年生である1

それでも、生徒たちはみな真剣な眼差しで、この

特別授業に臨んでくれた。授業終了後、生徒の代

表から感謝の言葉をもらったからではなく、これ

までの大学で非常勤講師として講義した時に比べ

て、この出前レクチャーの終わった後の充実感は

著しいものであった。このたった 回の特別授業1
ではあるが、少年少女たちが科学の面白さ、環境

を守る大切さの一端でもかいま見てくれたらと思

う次第である。


